　  日本学術会議ニュース・メール （No.129 ）  2008/05/30 

　提言「日本における臨床治験の問題点と今後の対策」の公表 （ご報告） 
　日本学術会議は、科学者コミュニティの代表機関として、国民が求める
国内・外の画期的新薬を少しでも早く提供できる体制を整備するために、
以下の提言を行いました。

　○「日本における臨床治験の問題点と今後の対策」
　　（平成20年５月22日　日本学術会議
　　　臨床医学委員会・薬学委員会合同　臨床試験・治験推進分科会）

　提言全文は、日本学術会議ＨＰの以下のＵＲＬで御覧いただけます。
　http://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/pdf/kohyo-20-g57-2.pdf

【お問い合わせ先】
　日本学術会議事務局参事官(審議第一担当)付
　Tel:03-3403-1091 FAX：03-3403-1640 E-mail:s252＠scj.go.jp

　　　　　　学術情報誌『学術の動向』最新号はこちらから
　　http://www.h4.dion.ne.jp/~jssf/text/doukousp/2008-05.html
　  日本学術会議ニュースメールは転載は自由ですので、関係団体の学術
  誌等への転載や関係団体の構成員への転送等をしていただき、より多く
  の方にお読みいただけるようにお取り計らいください。
　  また、メールアドレスの変更等がありましたら、事務局
 （p228@scj.go.jp）まで御一報いただければ幸いです。　発行：日本学術会議事務局　http://www.scj.go.jp/
  　　　　〒106-8555  東京都港区六本木7-22-34　　
